
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 私は、①「核兵器のない世界を」の国際署名（あきる

野４４０８筆・日の出２４１筆）を国連/ＮＰＴ（核不拡散条

約）再検討会議に届けて私たちの意思と希望を要請す

ること、②ニューヨーク市民に核廃絶をアピールするこ

と を託され、みなさまの募金でニューヨーク行動に参

加しました。ご支援ありがとうございました。 

以下に報告します。 
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 行動と日程 

５月 主な行動事項（時間は現地時間） 

１日 5：15 自宅出発、成田で班編成。 

13：00 ニューヨーク（以下ＮＹ）のホテル着。 

(夜、爆弾テロ未遂事件に遭遇) 

２日 （ＮＹ行動デー）9：00～市内署名行動。13：30

～集会とパレード、国連へ署名提出 

３日 (ＮＰＴ会議開会、28 日まで) 9：00～反戦労

働者交流会。国連見学。16：00～公開シンポ

ジューム（代表団会議/リバーサイド教会） 

４日 9：00～市内見学。14：00～自治体労働者のつ

どい。18：00～班食事会 

５日 9：00 ホテル出発帰国の途に 

６日 16：30 成田着、班解散。19：40 自宅着 

 爆弾テロ未遂事件に遭遇（５月１日夜） 
 外出中に、ホテルがあるタイムズスクエア周辺が封

鎖され夜１１時過ぎまでホテルに入れませんでした。他

の班の人は午前 2時過ぎまで待たされました。 

 市内署名行動（５月２日午前） 
タイムズスクエアでみなさんから託された折鶴を配

りながら、市民や観光客に「シグニチュア プリーズ（署

名をお願いします）」と国際署名を呼びかけました。１２

名で取り組み約２時間で１１９人が署名しました。ＮＹ市民

やブラジル、イタリアなど人種もいろいろですが、日本

より協力的に思えました。私はＮＹ警察署前で署名をと

りました。（折鶴は４５０セットすべて配布しました） 

 

 集会と国連へ向けてのパレード（５月２日午後） 
ブロードウエイの４２ストリートで、大通りの半分をふ

さいだ会場で1時半から集会が行われました。３００ｍ以

上も長い会場です。「あきる野９条の会」ののぼりを上

げた途端警官に規制されて、やむなくしまいました。集

会では広島・長崎市長や被爆者（100 名が参加）、反核

団体の指導者などが演説しました。英語の発言がほと

んどで「ここはＮＹだ」と思いました。焼け付くような暑

い日差しの中、パレードが始まりました。 

  
 

ニューヨークをパレードする高橋さんと前田(右) 
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楽器を鳴らしたり、お面や和服姿でにぎやかに、沿道

の人とも交歓しながらの1万人を超える人々のパレード

です。国連の向かい側の広場に到着したのは５時半ご

ろでした。共産党の志位委員長がデモを迎えていまし

た。署名提出のセレモニーは終わっていて、積み上げら

れた６９０万１０３７筆の署名の前で写真を撮ったり報告

集会をしました。そこで流れ解散となりました。 

  

 交流会と国連見学（５月３日午前から午後） 
マルティン・ルーサー・キング Jｒ.労働センターの国際

サービス労組（ＳＥＩＵ）１１９９支部講堂での、全労連/米反

戦労働者連合交流会に参加しました。４００人が集まりＵ

ＳＬＡＷ（米反戦労働者連盟）のマイケル・ズウェイグさ

ん（教師）らが報告し運動と展望を交流。派遣切りと闘

う日本の青年も発言しました。 次は国連見学です。 

 
セキュリティーチェックを受けて建物の１階に行きまし

た。売店と今日オープンした原爆パネル展を見ました。

被団協の坪井さんにお会いしました。遅い昼食後、地下

鉄に乗って公開シンポジュウム（代表団会議）の会場へ

向かいました。 
 

   

 感動のリバーサイドチャーチ（５月３日夕） 
代表団会議の会場は、マーチン・ルーサー・キング牧

師がベトナム反戦の演説をし、ネルソン･マンデラ氏が

釈放後の初の訪米で最初にスピーチしたゆかりの教会

で、マンハッタン島の北西部にあります。 

  
原水協の高草木事務局長は「昨日、国連前でＮＰＴ議

長と国連軍縮上級代表が 1 時間も待ち、署名を手渡す

と今度は道路封鎖している警官を説得して広場に入り、

積み上げられた署名をじっと見据えました。今日のＮＰＴ

会議冒頭で議長は『私は昨日署名を受け取りました。市

民社会の（核廃絶への）熱意に私たちは応えなければ

なりません』と発言しました」と報告。私たちの行動と

署名が国際政治を動かしつつあると実感し、ＮＹへ来て 

良かったと心から思った瞬間でした。

会議は、エジプト軍縮大使のヒシャ

ム・バドルさん、ジョセフ･ガーソンさ

んなどの発言をイヤホンで聞きまし

た。１６００人が参加した感動的な会

議でした。あきる野から参加した高

橋養蔵さん、大谷由美子さんの３人

が会って、夕食を共にしました。 

 市内見学と自治体労働者のつどい（５月４日） 
午前中はＮＹ市内見学でダコタアパートや５番街、グ

ラウンド・ゼロなどを車窓見学。自由の女神が見える公

園で下車しました。ブルックリン橋が見渡せるピア１７で

休憩しました。午後は、自治体労働者のつどいに参加、

フランスの市長さん、長崎･広島の市長･議長さん、第５

福竜丸の元乗組員大石又七さんのあいさつ、自治体労

働者との連帯を熱い思いで聞きました。夜は班員とジ

ャズを聞きながら食事会。ＮＹ最後の夜を過しました。 

   

 私たちの署名と行動が力になったと実感 
１６００人の原水協代表団がＮＹ行動に参加し、署名は 

７００万人を超え、これに国連の指導者は応えてくれま

した。一つひとつの小さな行動が大波となって国際政

治を動かしました。若者の参加が多かったのも心強く思

いました。みなさまに心からお礼申し上げます。 

あきる野９条の会のブログにもＮＹ報告があります。 

２ 

みなさまの「核兵器のない世界を！」の署名、ニュ
ーヨーク行動への代表派遣の募金に感謝します。 

原水爆禁止あきる野協議会 
問合せ・042-559-0354 （理事長 瀬沼辰正） 


